
様式ー９

（ ）

（内容）

・

電子成果品
電子成果品「ICON」フォル
ダを確認した。

R6.5.10 ○○

ICT建設機械
ICT施工計画書に示された
建設機械を確認した。

R5.11.10 ○○
掘削（ICT）稼働実績報告書・
精度確認試験（施工履歴）等

3次元出来形管理
出来形管理図表で規格値を満
足していることを確認した。

R6.4.20 ○○
出来形管理図表（ヒートマッ
プ）

備考

基準点及び
工事基準点

平面線形・縦断線形などが
正しいことを確認した。

R5.10.20 ○○
３次元設計データチェックリ
スト

精度確認試験
結果報告書

精度確認試験結果報告書
を確認した。

R5.10.20 ○○ UAV・GNSS・TLS等

3次元設計データ

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

回
答 □その他

年月日：

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾 □協議

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について □指示 □承諾

添付図 － 葉、その他添付図書

ICT施工計画書

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

記載内容が問題ないことを
確認した。

R5.10.1 ○○

座標が正しいことを確認し
た。

R5.10.10 ○○
３次元設計データチェックリ
スト・測量成果簿

ICT活用工事総合評価現場確認項目

項目 内容
監督員
確認日

確認者
（監督員）

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和6年7月1日

工事名 　○○改良工事



様式ー９

（ ）

（内容）

・

路線河海名　　　○○△△線

箇所名　　○○市　△△

ICT活用工事の施工希望について

□発注者　　　　■受注者

工事名 　○○改良工事

特記仕様書　「第○条　ＩＣＴ活用工事について」によりＩＣＴ活用工事の施工を希望しますので、添付の
ICT活用工事の施工概要、ICT活用工事施工範囲図のとおり協議します。

　　（添付図書の解説）
　　※１ ICT活用工事の施工概要 （施工計画書レベルのものは求めない。ICTを活用する５個の施工過程に
　　　　　ついて適用するものを明記する。）
　　　・３次元測量方法の記載（使用機器の明記（UAV（無人航空機）、レーザースキャナー等）
　　　・ ICT建機による施工内容の記載（盛土 □□□m3、法面  □□□m2、使用する技術
　　　　（３次元マシンコントロール（バックホウ）技術等）の明記等）
　　　・ ３次元出来形管理等の施工管理について適用する技術を明記（空中写真測量（無人航空機）を用いた
　　　　出来形管理の監督・検査要領（土工編）（案）を利用等）
　　　・ ICT活用工事施工範囲の考え方の明記（ICT活用をはかれる全施工量に対し、実際に活用する
　　　　施工量が全施工量に届いていない場合は理由等を明記等）
　 ※２　ICT活用工事施工範囲図
　　　・従来施工管理範囲とICT活用工事施工範囲（３D施工管理）を平面図等で色分けする。

工 事 打 合 せ 簿

発議者 発議年月日 令和5年5月1日

発議事項
　□指示　　　■協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　□提出

□その他

回
答

します。

添付図 － 葉、その他添付図書 ICT活用工事の施工概要、ICT活用工事施工範囲図

発
注
者

上記について □指示 □承諾 します。

処
理 □その他

　　協議事項については追って指示します。

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理

受
注
者

上記について □承諾 □提出 □報告 □受理

□その他

年月日：

□協議

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者



○ ICT活用工事の施工希望（協議）にかかり添付する図書の例

 ・ ICT活用工事の施工概要  ・ ICT活用工事施工範囲図

　ICT活用工事の施工概要

・３次元測量方法
　　　・・・・・・・・・・

・ＩＣＴ建機による施工内容
　　　盛土　・・・・・・・・・・
　　　法面　・・・・・・・・・・

・ＩＣＴ活用工事施工範囲の考え方
　　　・・・・・・・・・・

（施工計画書レベルではない）

ＩＣＴ活用工事施工範囲 （３Ｄ施工管理）

従来施工管理範囲

※ 平面図を
色分けしたもの

参考例



別記様式－１

チェック欄

　　②３次元設計データ作成

・３次元ＭＣ　または　３次元ＭＧ　建設機械

※活用作業工種・施工範囲については、受注後の協議により決定する。
※当該工事に含まれる左記作業の工種のいずれかでICT建設機械を活用すれば良い。

※３次元出来形管理に用いる３次元設計データの作成を実施しなければならない。

　　⑤３次元データの納品

　　④３次元出来形管理等の
　　施工管理

・ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理

※盛土の締固作業が工事内容に含まれない場合は、本技術は本表の対象外とする。
※現場条件等から、ＴＳ・ＧＮＳＳによる締固め回数管理技術の実施が適さないと判断される
　場合は、従来手法（砂置換法、ＲＩ等）で管理することを認める。

・空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理
・地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・TS等光波方式を用いた出来形管理
・TS（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理
・RTK－GNSSを用いた出来形管理
・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・施工履歴データを用いた出来形管理
・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理
・その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。
※「①３次元起工測量」で採用した技術と相違しても良い。

ＩＣＴ施工技術の活用（ＩＣＴ活用工事）【土工】

会社名：○○○○建設（株）

　当該工事の土工において、ICT施工技術を活用する施工プロセスのチェック欄に「☑」と記入する。

（工事名：○○○○工事）

施工プロセスの段階 適用技術・機種

・空中写真測量（無人航空機）を用いた起工測量
・地上型レーザースキャナーを用いた起工測量
・TS等光波方式を用いた起工測量
・TS（ノンプリズム方式）を用いた起工測量
・RTK－GNSSを用いた起工測量
・無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量
・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量
・その他の３次元計測技術を用いた起工測量

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。

　　①３次元起工測量

注1）　ＩＣＴ活用工事及びＩＣＴ活用施工の詳細については、特記仕様書によるものとする。
注2）　チェック欄に「☑」と記載された場合は、工事成績評定の加点評価の対象とする。
注3）　「ICT施工技術の活用」において加点評価された場合、本表の「適用技術・機種」欄に記載した技術・機種に適用する「有用な新技術の活用」または
「技術開発」については重複評価はしない。
注4）　本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を工事に活用する場合、技術提案（施工計画）では評価の対象としない。
但し、本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を応用（別の技術を組み合わせて効果を高める、または別の効果を発現する等を含む）した技術提案
は、その応用部分（付加的な内容）についてのみ技術提案（施工計画）での評価対象とする。
注5）　特記仕様書により指定した技術については、評価項目・技術提案ともに加点・評価はしない。
注6）　ＭＣとはマシンコントロール機能、ＭＧとはマシンガイダンス機能をいう。

③ＩＣＴ建設機械に
よる施工

【作業工種】
・掘削工
・盛土工
・路体盛土工
・路床盛土工
・法面整形工



別記様式－２

チェック欄

③ＩＣＴ建設機械に
よる施工

【作業工種】
・路盤工

・３次元ＭＣ　建設機械

※採用する機種及び活用作業工種・施工範囲については、受注後の協議により決定する。

ＩＣＴ施工技術の活用（ＩＣＴ活用工事）【舗装】
（工事名：○○○○工事）

会社名：○○○○建設（株）

　当該工事の舗装工において、ICT施工技術を活用する施工プロセスのチェック欄に「☑」と記入する。

施工プロセスの段階 適用技術・機種

　　①３次元起工測量

・レーザースキャナーを用いた起工測量
・TS等を用いた起工測量
・TS（ノンプリズム方式）を用いた起工測量
・その他の３次元計測技術を用いた起工測量

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。

　　②３次元設計データ作成 ※３次元出来形管理に用いる３次元設計データの作成を実施しなければならない。

注1）　ＩＣＴ活用工事及びＩＣＴ活用施工の詳細については、特記仕様書によるものとする。
注2）　チェック欄に「☑」と記載された場合は、工事成績評定の加点評価の対象とする。
注3）　「ICT施工技術の活用」において加点評価された場合、本表の「適用技術・機種」欄に記載した技術・機種に適用する「有用な新技術の活用」または
「技術開発」については重複評価はしない。
注4）　本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を工事に活用する場合、技術提案（施工計画）では評価の対象としない。
但し、本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を応用（別の技術を組み合わせて効果を高める、または別の効果を発現する等を含む）した技術提案
は、その応用部分（付加的な内容）についてのみ技術提案（施工計画）での評価対象とする。
注5）　特記仕様書により指定した技術については、評価項目・技術提案ともに加点・評価はしない。
注6）　ＭＣとはマシンコントロール機能をいう。

・レーザースキャナーを用いた出来形管理
・TS等を用いた出来形管理
・TS（ノンプリズム方式）を用いた出来形管理
・その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。
※「①３次元起工測量」で採用した技術と相違しても良い。

　　④３次元出来形管理等の
　　施工管理

　　⑤３次元データの納品



別記様式－３

チェック欄

注1）　ＩＣＴ活用工事及びＩＣＴ活用施工の詳細については、特記仕様書によるものとする。
注2）　チェック欄に「☑」と記載された場合は、工事成績評定の加点評価の対象とする。
注3）　「ICT施工技術の活用」において加点評価された場合、本表の「適用技術・機種」欄に記載した技術・機種に適用する「有用な新技術の活用」または
「技術開発」については重複評価はしない。
注4）　本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を工事に活用する場合、技術提案（施工計画）では評価の対象としない。
但し、本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を応用（別の技術を組み合わせて効果を高める、または別の効果を発現する等を含む）した技術提案
は、その応用部分（付加的な内容）についてのみ技術提案（施工計画）での評価対象とする。
注5）　特記仕様書により指定した技術については、評価項目・技術提案ともに加点・評価はしない。
注6）　ＭＣとはマシンコントロール機能、ＭＧとはマシンガイダンス機能をいう。

　　④３次元出来形管理等の
　　施工管理

・音響測深機を用いた出来形管理
・施工履歴データを用いた出来形管理
・その他の３次元計測技術を用いた出来形管理

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。
※「①３次元起工測量」で採用した技術と相違しても良い。

　　⑤３次元データの納品

③ＩＣＴ建設機械に
よる施工

【作業工種】
・浚渫工（バックホウ
浚渫船）

・３次元ＭＣ　または　３次元ＭＧ　建設機械

※活用作業工種・施工範囲については、受注後の協議により決定する。
※当該工事に含まれる左記作業の工種のいずれかでICT建設機械を活用すれば良い。

ＩＣＴ施工技術の活用（ＩＣＴ活用工事）【河川浚渫】
（工事名：○○○○工事）

会社名：○○○○建設（株）

　当該工事の河川浚渫において、ICT施工技術を活用する施工プロセスのチェック欄に「☑」と記入する。

施工プロセスの段階 適用技術・機種

　　①３次元起工測量

・音響測深機を用いた起工測量
・その他の３次元計測技術を用いた起工測量

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。

　　②３次元設計データ作成 ※３次元出来形管理に用いる３次元設計データの作成を実施しなければならない。



別記様式－４

チェック欄

注1）　ＩＣＴ活用工事及びＩＣＴ活用施工の詳細については、特記仕様書によるものとする。
注2）　チェック欄に「☑」と記載された場合は、工事成績評定の加点評価の対象とする。
注3）　「ICT施工技術の活用」において加点評価された場合、本表の「適用技術・機種」欄に記載した技術・機種に適用する「有用な新技術の活用」または「技
術開発」については重複評価はしない。
注4）　本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を工事に活用する場合、技術提案（施工計画）では評価対象としない。
但し、本表適用技術・機種欄に掲載するＩＣＴ施工技術を応用（別の技術を組み合わせて効果を高める、または別の効果を発現する等を含む）した技術提案
は、その応用部分（付加的な内容）についてのみ技術提案（施工計画）での評価対象とする。
注5）　特記仕様書により指定した技術については、評価項目・技術提案ともに加点・評価はしない。
注6）　施工管理システムを搭載した建設機械とは、施工中の路面切削機の作業装置位置及び切削深さ（高さ）をリアルタイムに計測・記録する機能を有する
建設機械

　　①３次元起工測量

・レーザースキャナーを用いた起工測量
・TS（ノンプリズム方式）を用いた起工測量
・地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた起工測量
・その他の３次元計測技術を用いた起工測量

※採用する具体の技術は受注後の協議により決定する。
※複数以上の技術を組み合わせて採用しても良い。

　　②３次元設計データ等作成 ※３次元出来形管理に用いる３次元設計データの作成を実施しなければならない。

③ＩＣＴ建設機械に
よる施工
（選択）

【作業工種】
・路面切削工

・３　施工管理システムを搭載した建設機械

※採用については、受注後に選択できる。

　　④３次元出来形管理等の
　　施工管理（選択）

・施工履歴データを用いた出来形管理

※採用については、受注後に選択できる。
※「①３次元起工測量」で採用した技術と相違しても良い。

　　⑤３次元データの納品

ＩＣＴ施工技術の活用（ＩＣＴ活用工事）【舗装修繕】
（工事名：○○○○工事）

会社名：○○○○建設（株）

　当該工事の舗装修繕において、ICT施工技術を活用する施工プロセスのチェック欄に「☑」と記入する。

施工プロセスの段階 適用技術・機種



様式ー９

（ ）

（内容）

・

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

□協議

回
答 □その他

年月日：

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について □指示 □承諾

ICT活用工事に関するアンケート

ＩＣＴ活用工事に関する協議時点のアンケートを提出します。

添付図 － 葉、その他添付図書

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

工事名 　○○改良工事

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和5年5月10日



Ver.2023.5
本調査は、ＩＣＴ活用工事の今後の施策の検討に活用します。ご協力の程お願い申し上げます。

受注者情報

工事概要

～

～

ＩＣＴ活用工事 調査 技術管理課記入欄

（１） ICT活用工事への選択

ＩＣＴ活用工事への選択をしましたか。

（２） （１）とした理由

１ 選択した場合（複数回答可）

新技術であるＩＣＴ活用工事に意欲があるため。

ICT建機での施工は、丁張りが不要となり、日当り施工量が増加する可能性があるため。

国等の工事で施工実績があったため。（ICT活用工事・情報化施工・3次元測量）

設計変更の増額対象であるため。

ICT活用工事の実績を増やし、将来的に入札に有利になることを見込んでいるため。

将来的にICT活用工事が様々な工種にも拡大することを見込んでいるため。

施工量が多いため。

利益が出ると見込んでいるため。

2 選択しなかった場合（複数回答可）

3次元データでの出来形管理に不安があったので、情報化施工であれば希望する。

施工箇所が点在していたので、不適と判断したため。

施工断面形状が不適と判断したため。

施工量が少量であったため。（            ｍ2・m3以上を希望する。）

協力会社の手配がつかなかったため。（金額面・ICT建機の不足等の理由を自由記入欄に記載する）

ICT建機の機械経費が高額であったため。

基準類の理解など、社員教育に時間を要すると考えたため。

地域の制限（航空法等）があったため。

ICT建機を操作可能なオペレーターが不足している、または、操作技術の習得に時間を要するため。

3次元データの取扱いが可能な技術者が不足している。

→（１）で「2 選択しなかった」と回答した方は、終了です。発注者へご提出下さい。

→（１）で「1 選択した」と回答した方も一度発注者へご提出下さい。次回は「完成時」に記載し提出して下さい。

6

7

8

9

10

自由記入欄

3

4

5

自由記入欄

1

2

7

8

5

6

3

4

1

2

1 選択した

2 選択しなかった

工期（変更） 令和○年○月○日 － ICT施工実績 無し

完成日 － 希望施工量 2,500 m3以上

m3

工期（当初） 令和○年○月○日 令和○年○月○日 施工場所 主要地方道 ○○△△線  ○○市 △△

工 種 土工 種 類 道路土工 施工量(土工等は土量、舗装工等は面積) 4500

工事概要 掘削V＝1000m3 路体盛土工 V＝4500m3

協議時
ＩＣＴ活用工事に関する簡易アンケート調査票【受注者】

会社名 株式会社○○ 現場代理人 ×× □□ 記入日 令和○年○月○日

工事名 ○○改良工事 発注者 ○○土木事務所



様式ー９

（ ）

（内容）

・

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 ■発注者　　　　□受注者 発議年月日 令和5年5月15日

発議事項
　■指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　□提出

□その他

□指示 □承諾

工事名 　○○改良工事

ICT活用工事の施工について

　　　令和５年○月×日付けで協議のあった「ICT活用工事」に関して、ICT活用工事の実施を指示する。

　　本工事では、３次元起工測量、３次元設計データ作成が必要となるので別紙により実施されたい。

　　なお、本指示内容は変更契約の対象とする。
　　概算額については後日通知する。

添付図 － 葉、その他添付図書

□協議

処
理 □その他

年月日：

□協議 □提出 □受理 します。

発
注
者

上記について

回
答 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について ■承諾

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者



　○  貸与資料
　　　　　図面、平面線形、縦断線形、横断形状資料、基準点

　○　土工の３次元設計データの作成
　　　　 貸与資料と３次元起工測量を行って取得した３次元地形データを
　　　　 使って作成

　○ 　３次元起工測量の範囲
　　 　　「空中写真測量出来形管理要領」より土工部分周囲５ｍ程度広げ
　　　　た範囲とする。

（ 別 紙 ） 

件　名 ICT活用工事の施工について

工事名 △△改良工事

 ○ 内 容

参考 記入例



標記について、下記条件により見積りを依頼します。

なお、提出時の宛名は○○土木事務所長として下さい。

提出期限 　令和○○年○○月○○日

令和○○年○○月○○日

　　　　　○○株式会社  殿

○○土木事務所長　　　

見    積    り    依    頼    書

記

納 入 時 期

納 入 場 所

そ の 他

　
見
　
積
　
条
　
件

品 名

形 状 寸 法

品 質 規 格

使 用 数 量



①  歩掛徴収の例

○○工（○○工法）  ○○ｍ2 あたり単価表

　施工場所：○○県○○市

　施工内容：別添仕様書及び図面のとおり（全体施工量：○○ｍ2×○断面）

　工期：別添仕様書のとおり

　単価適用年月：令和○○年○月

単位 数量

人

人

日

式

②  施工単価の徴収の例

　施工箇所：○○県○○市

　施工内容：別添仕様書及び図面のとおり

　工期：別添仕様書のとおり

　単価適用年月：令和○○年○月

単位 施工単価

m2

土木一般世話役

名称 規格 備考

普通作業員

○○運転

諸経費

（価格条件等がある場合は別途に併記させる。）

※歩掛様式を提示し、数量・備考のみを記載させる。

※諸雑費等を計上する場合は、その詳細を明確にする。

品目 形状・寸法（品質・規格） 備考

施工規模○m2程度



③ ３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用の例

　施工場所：○○県○○市

　施工内容：別添仕様書及び図面のとおり

　工期：別添仕様書のとおり

　単価適用年月：令和○○年○月

単位 数量

式
１（実施数量

○m2）

式

式

項目 手法 金額

３次元出来形管理 例）UAV写真測量

※上記金額は一般管理費等を含む価格とする。

３次元データ納品

外注経費



様式ー９

（ ）

（内容）

・

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 ■発注者　　　　□受注者 発議年月日 令和5年5月20日

発議事項
　□指示　　　□協議　　　■通知　　　□承諾　　　□報告　　　□提出

□その他

□指示 □承諾

工事名 　○○改良工事

ICT活用工事の施工について

　　　令和○年○月○日付けで指示を行った「ICT活用工事」に関して概算額を通知する。

　　　下記に示す概算金額については、あくまでも概算であり、後日の変更契約に係る参考値として位置
　　　　付けるものである。

　　　　　概算金額 約○十万円 増（減）額の見込みである。
　　　　　（本金額は、契約金額ベースの金額である。）

　　　　・３次元起工測量費用
　　　　・３次元設計データ作成費用
　　　　・ＩＣＴ建設機械経費加算額
　　　　・保守点検
　　　　・システム初期費
　　　　・３次元出来形管理・３次元データ納品の費用、外注経費等の費用

添付図 － 葉、その他添付図書

□協議

処
理 □その他

年月日：

□協議 □提出 □受理 します。

発
注
者

上記について

回
答 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□提出 □報告 ■受理 します。

受
注
者

上記について □承諾

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者



様式ー９

（ ）

（内容）

・

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和5年5月25日

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

□指示 □承諾

工事名 　○○改良工事

ICT活用工事施工計画書(起工測量編)を提出します。

添付図 － 葉、その他添付図書

□協議

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について

回
答 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

使用機器 使用機器

ソフトウェア ソフトウェア

撮影計画

ＴＬＳ計測制度

ＴＬＳ精度管理

デジタルカメラ ソフトウェア

ソフトウェア

（添付資料）

ＵＡＶ
飛行マニュアル 精度確認結果報告書

保守点検記録 メーカー推奨の定期点検記録

メーカー推奨の定期点検記録 ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸﾞ又はｿﾌﾄｳｪｱ仕様書

ﾒｰｶｰｶﾀﾛｸﾞ又はｿﾌﾄｳｪｱ仕様書

ＵＡＶ ＴＬＳ

（記載事項）

ＵＡＶ・カメラの性能等 ＵＡＶ・カメラの性能等

名称等 名称等

撮影コース、重複度



様式ー９

（ ）

（内容）

・

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

回
答 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾 □協議

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について □指示 □承諾

起工測量に使用する機器の精度確認試験結果報告書を提出します。

（添付資料）

　　　　　カメラキャリブレーション及び精度確認試験試験報告書（ＵＡＶ）
　　　　　精度確認試験結果報告書（ＴＬＳ）
　　　　　精度確認試験結果報告書（ＧＮＳＳ）

添付図 － 葉、その他添付図書

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

工事名 　○○改良工事

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和5年5月30日



（参考様式）

令和　　年　　月　　日

工 事 名：

受注者名：

作 成 者：

カメラキャリブレーションの実施記録

実施年月日

作業機関名

実施担当者

メ ー カ ー ：

測定装置名称：

製 造 番 号 ：

精度確認試験結果（概要）

実施年月日

作業機関名

実施担当者

測定条件 天候： 気温：

測定場所

機 種 名 ：

精度確認方法

カメラの位置計測に用いた機器（カメラの位置計測に用いた機器がある場合）

 メーカー

 名称

 製造番号

 写真

カメラキャリブレーション及び精度確認試験試験報告書

使用するデジタル
カメラ

検証機器
ＴＳ　：３級ＴＳ以上

検証点の各座標の較差

印



精度確認試験結果（詳細）

計測方法： □既知点

□ＴＳによる座標値計測

Ｘ Ｙ Ｚ

１点目

２点目

Ｘ’ Ｙ’ Ｚ’

１点目

２点目

空中写真測量による計測結果（X',Y',Z'）－真値とする検証点の座標値（X,Y,Z）

ΔＸ ΔＹ ΔＺ

１点目

２点目

Ｘ成分（最大）＝

Ｙ成分（最大）＝

Ｚ成分（最大）＝

①真値とする検証点の確認

真値とする検証点の位置座標

②空中写真測量（ＵＡＶ）による計測結果

空中写真測量（ＵＡＶ）で測定した検証点の位置座標

③差の確認（測定精度）

空中写真測量（ＵＡＶ）で測定した検証点の位置座標



（参考様式）

工　事　名：

計測実施日：

機器の所有者・試験者・精度管理担当者： （株）○○測量

作 成 者：

（１）試験概要

精度確認の対象機器 写真

メーカー：

測定装置名称：

製造番号：

検証機器（真値を計測する測定機器） 写真

　□ＴＳ　：

測定記録 写真

　測定期日：

　測定条件：

　測定場所：

現場内にて

精度確認方法

　■既知点の各座標の較差

（株）○○測量

精度確認試験結果報告書

（株）ＡＢＣ社

３級ＴＳ以上

□機種名（級別○級）

令和○○年○月○日

天候　晴れ

気温　８℃

印



（２）精度確認試験結果

写真

計測方法： 既知点　or ＴＳによる座標値計測

Ｘ Ｙ Ｚ

１点目

２点目

写真

Ｘ’ Ｙ’ Ｚ’

１点目

２点目

　ＧＮＳＳによる計測結果（Ｘ’，Ｙ’，Z’）―　真値とする検証点の座標値（X，Y，Z）

ΔＸ ΔＹ ΔＺ

１点目

２点目

既知点の座標間較差

①真値の計測結果

②ＧＮＳＳによる確認

③差の確認（測定精度）

RTK法またはネットワークRTK法で測定した位置座標

真値とする検証点の位置座標



（参考様式）

工　事　名：

計測実施日：

機器の所有者・試験者・精度管理担当者： （株）○○測量

作 成 者：

精度確認の対象機器 写真

メーカー：

測定装置名称：

製造番号：

検証機器（標定点を計測する測定機器） 写真

　□テープ：

　□ＴＳ　：

測定記録 写真

　測定期日：

　測定条件：

　測定場所：

社内　資材ヤードにて

精度確認方法

　■既知点の座標間距離

（株）レーザー測量

精度確認試験結果報告書

ＪＩＳ１種１級（ガラス繊維製巻尺）

■○○製　商品名：○○

３級ＴＳ以上

□機種名

令和○年○月○○日

天候　晴れ

気温　８℃

印



精度確認試験結果（詳細）

計測方法： □テープ

□ＴＳによる座標間距離

□ＴＳによる座標値計測

計測結果：

Ｘ’ Ｙ’ Ｚ’ 点間距離

１点目

２点目

　ＴＬＳの計測結果による点間距離（Ｌ’）－テープによる実測距離（Ｌ）

①テープによる検査点の確認

②ＴＬＳによる確認

ＴＬＳによる既知点の点間距離（Ｌ’）

③差の確認（測定精度）



様式ー９

（ ）

（内容）

・

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

回
答 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾 □協議

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について □指示 □承諾

３次元設計データの照査結果を提出します。

（添付資料）

　　　　　３次元設計データチェックシート

添付図 － 葉、その他添付図書

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

工事名 　○○改良工事

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和5年6月10日



令和　　年　　月　　日

工 事 名：

受注者名：

作 成 者：

対象
チェック

結果

5) 3次元設計データ 全延長

※1 照査が完了した項目について、チェック結果欄に"○"と記すこと。（該当がない場合は、”－”）

※2

・工事基準点リスト（チェック入り）

・線形計算書（チェック入り）

・平面図（チェック入り）

・縦断図（チェック入り）

・横断図（チェック入り）

・３次元ビュー（ソフトウェアによる表示あるいは印刷物）

※添付資料については、上記以外に分かりやすいものがある場合は、これに替えることができる。

項目 内　容

３次元設計データチェックシート

1) 基準点及び
  工事基準点

全点

・監督員の指示した基準点を使用しているか？

・工事基準点の名称は正しいか？

・座標は正しいか？

2) 平面線形 全延長

・起終点の座標は正しいか？

・変化点（線形主要点）の座標は正しいか？

・曲線要素の種別・数値は正しいか？

・各測点の座標は正しいか？

3) 縦断線形 全延長

・線形起終点の測点、標高は正しいか？

・縦断変化点の測点、標高は正しいか？

・曲線要素は正しいか？

・入力した2）～4）の幾何形状と出力する３次元設計デー
  タは同一となっているか？

監督職員から確認のための資料の請求があった場合は、受注者は以下の資料等を速やかに提示するものとす
る。

4) 出来形横断面形状 全延長

・作成した出来形横断面形状の測点、数は適切か？

・基準高、幅、法長は正しいか？

・出来形計測対象点の記号が正しく付与できているか？

印











様式ー９

（ ）

（内容）

・

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

回
答 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾 □協議

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について □指示 □承諾

ICT活用工事施工計画書(工事編)を提出します。

添付図 － 葉、その他添付図書

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

工事名 　○○改良工事

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和5年6月5日

【参考】施工計画書記載事項・添付資料

（添付資料）
・ソフトウェアのメーカーパンフレット等

・機器（UAV、TLS、TS）の検定書、校正証明書

（記載事項）

・適用工種

・出来形計測箇所

・出来形管理基準及び規格値

・出来形写真管理基準

・出来形管理に使用する機器（UAV、TLS、TS）



（参考様式）

（工事名：○○○○工事）

会社名：○○○○建設（株）

掘削工に使用した建設機械（バックホウ）について、ＩＣＴ建機、通常建機毎に台数を記入する。

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

ICT建機 0

通常建機 0

(台)

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

ICT建機 0

通常建機 0

(台)

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

ICT建機 0

通常建機 0

(台)

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

ICT建機 0

通常建機 0

(台)

（参考）建設機械リスト

ICT建機

通常建機

 ※ＩＣＴ建設機械は、ＭＣ（マシンコントロール）とＭＧ（マシンガイダンス）の区分はしない。

 ※ＩＣＴ建設機械の稼働状況がわかる資料を添付すること（写真：月１回以上）

掘削工に使用した建設機械について記入

規格メーカー 形式区分

延べ台数（合計） 割合

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

バックホウ
○月

小計

バックホウ
○月

小計

ＩＣＴ建設機械（MC・MGバックホウ）稼働実績報告書

バックホウ
○月

小計

バックホウ
○月

小計



様式ー９

（ ）

（内容）

・

総　括
監督員

主　任
監督員

監督員
現　場
代理人

主　任
（監　理）
技術者

回
答 □その他

年月日：

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾 □協議

処
理 □その他

年月日： 令和　　年　　月　　日

□協議 □提出 ■受理 します。

発
注
者

上記について □指示 □承諾

工事名 　○○改良工事

ICT活用工事に関するアンケート

ＩＣＴ活用工事に関する完成時点のアンケートを提出します。

添付図 － 葉、その他添付図書

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

路線河海名　　　○○△△線

工 事 打 合 せ 簿
箇所名　　○○市　△△

発議者 □発注者　　　　■受注者 発議年月日 令和5年6月10日



Ver.2023.5
本調査は、ＩＣＴ活用工事の今後の施策の検討に活用します。ご協力の程お願い申し上げます。

受注者情報

工事概要

～

～

（３） 施工前における各段階の期待点・懸念事項

ICT活用工事の実施にあたり、効果を期待している点（期待点）や不安を感じている点（懸念事項）を記入願います。

【記載例】

①３次元起工測量 期待点 ：測量にかかる日数が、従来の測量と比較して短縮される。

懸念事項 ：初めて３次元測量を行うため、要求される精度が確保されるか実施してみないと分からない。

③ＩＣＴ建設機械による施工 期待点 ：丁張りが不要となるため、従来の掘削作業と比較して施工日数が短縮される。

懸念事項 ：オペレーターがICT建機の操作に慣れるまで時間を要するのではないか。

道路土工 施工量(土工等は土量、舗装工等は面積) 4500

工期（変更） 令和○年○月○日 ICT施工実績 無し

完成日 希望施工量 2,500

⑤３次元データの納品・検

査

期待点

懸念事項

自由記入欄

※ ＩＣＴ建機がリースの場合

差支えなければ、ご記入下さい。

ICT建機リース料内訳

（操作指導含む）

例） 月極 ＢＨ ￥○○円/月 操作指導\○○円/式     日割 ＢＨ￥○○円/日 +α 等

④３次元出来形管理等の

施工管理

期待点

懸念事項

②３次元設計データ作成
期待点

懸念事項

③ＩＣＴ建設機械による施

工

期待点

懸念事項

各段階 項目 記 入 欄

①３次元起工測量
期待点

懸念事項

工事名 ○○改良工事 発注者 ○○土木事務所

工事概要 掘削V＝1000m3 路体盛土工 V＝4500m3

m3

工期（当初） 令和○年○月○日 令和○年○月○日 施工場所 主要地方道 ○○△△線  ○○市 △△

工 種 土工 種 類

完成時
ＩＣＴ活用工事に関する簡易アンケート調査票【受注者】

会社名 株式会社○○ 現場代理人 ×× □□ 完成記入日 令和○年○月○日



（４） 各段階の作業主体

各作業の作業主体を選択願います。（ 1 自社で施工 ・ 2 作業を外注 ・ 3 その他 ）

【詳細欄の記載例（2 作業を外注の場合）】

３次元測量は専門業者へ外注した。 会社名・見積額（税抜き）

３次元データを搭載したICT建機を建機メーカーよりレンタルし、別の協力会社（会社名：○○作業担当）により施工を実施した。）

（５） ＩＣＴ活用工事の良かった点・課題点

工事完成にあたり、（３）で記入しました期待点・懸念事項に関する内容や工事を通して新たに発見した点を記入願います。

（従来工法と比較して各作業が、約1/2に短縮した、想定工期より○日短縮した等）

【記載例】

②３次元設計データ作成  良かった点 ：3次元データによって、現場の完成形のイメージが容易であった。

 課題点 ：専門業者が少ないため、適正価格が不明である。

⑤３次元データの納品・検査  良かった点 ：検査に使用するものは主に３次元データであるため、検査書類が削減された。

 課題点 ：検査用のデータ作成が難しく、作成は起工測量と同様の専門業者に依頼した。

①３次元起工測量

②３次元設計データ作成

③ＩＣＴ建設機械による施工

良かった点

課題点

良かった点

課題点

良かった点

課題点

④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品・検査

②３次元設計データ作成

③ＩＣＴ建設機械による施工

各段階 作業主体 詳細欄【2 作業を外注、3 その他の場合は記入願います。】 理由

①３次元起工測量



④３次元出来形管理等の施工管理

⑤３次元データの納品・検査

（６） ＩＣＴ活用工事に関する過年度及び今後の取組み

過年度の施工実績や今後のICT活用工事への取組みについて記入願います。

①過年度の取組み（複数回答可）

ICT建設機械・ 無人航空機（ドローン等）を所有している。

社内にICT活用工事の勉強会がある。社外の見学会に参加している。

過去にICT活用工事の施工実績がある。

過去に情報化施工の施工実績がある。

自由記入欄

②今後の取組み（複数回答可）

将来的な入札での加点を見込み、今後もICT活用工事の実績を増やしたい。 

設計変更の増額であるので、ICT活用工事を実施したい。

官積算額と実態にかい離があったため、今後は工事内容を精査してICT活用工事を実施したい。

今後新たなＩＣＴ活用工事の工種が策定されれば、ICT活用工事を実施したい。（ＩＣＴ港湾浚渫工等）

国交省等が開催するＩＣＴ関係の講習会等に積極的に参加したい。

自由記入欄

ご協力ありがとうございました。発注者へご提出下さい。

課題点

1

2

良かった点

課題点

良かった点

2

3

4

3

4

1

5

自由記入欄


